




























福井県内の大学 2 校に所属する大学生 224 名を対象に、福井県の特産農産物に関する自記式ア
















福井市 62 40 102
坂井市 12 20 32
吉田郡 15 11 26
越前市 8 2 10
大野市 6 2 8
丹生郡 3 4 7
勝山市 2 3 5
あわら市 0 4 4
南条郡 2 1 3
鯖江市 1 2 3
敦賀市 0 2 2
小浜市 1 0 1
福井県外 10 3 13

























男性 76 61.8 26 21.1 17 13.8 4 3.3 123 100.0
女性 28 29.8 36 38.3 27 28.7 3 3.2 94 100.0








る」を選んだ者は、60.8 ％（男性 27.5 ％、女性 33.3 ％）であった。しかし、不適当な項目である


























心血管疾患リスクを下げる 27.5	 33.3	 60.8	
血糖の上昇を緩やかにする 23.5	 35.3	 58.8	
がんを予防する 5.9	 19.6	 25.5	
白内障を予防する 2.0	 5.9	 7.8	
膝関節痛を改善する 3.9	 5.9	 9.8	
視力を回復する 2.0	 5.9	 7.8	
運動による疲労を下げる＊ 13.7	 3.9	 17.6	














する」は、1 位では 0.8 ％であったが、4 位と 5 位では 18.0 ％であり、下位になるほど選ばれてい
た。














男性 56.1	 19.5	 27.6	 14.6	 4.1	 3.3	 3.3	
女性 72.3	 48.9	 33.0	 9.6	 10.6	 5.3	 6.4	































項　目 クラスタ1 クラスタ2 クラスタ3 クラスタ4
人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％
安心安全である 59 70.2 22 44.9 0 0.0 6 12.2
価格が安い 11 13.1 8 16.3 0 0.0 0 0.0
調理加工がしやすい 1 1.2 0 0.0 1 3.4 0 0.0
おいしい 12 14.3 14 28.6 17 58.6 29 59.2
全国的に「ブランド力」がある 1 1.2 3 6.1 4 13.8 3 6.1
健康増進に寄与する 0 0.0 1 2.0 0 0.0 1 2.0
新鮮である 0 0.0 0 0.0 6 20.7 6 12.2
次世代へ食文化を継承する 0 0.0 1 2.0 0 0.0 0 0.0
農業を振興する 0 0.0 0 0.0 1 3.4 4 8.2
84 100.0 49 100.0 29 100.0 49 100.0
ｂ．期待すること（2位）
クラスタ1 クラスタ2 クラスタ3 クラスタ4
人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％
安心安全である 18 21.4 12 24.5 18 62.1 5 10.2
価格が安い 13 15.5 6 12.3 7 24.1 2 4.1
調理加工がしやすい 1 1.2 1 2.0 1 3.5 3 6.1
おいしい 38 45.2 17 34.7 2 6.9 6 12.2
全国的に「ブランド力」がある 2 2.4 2 4.1 1 3.4 7 14.3
健康増進に寄与する 3 3.6 3 6.1 0 0.0 4 8.2
新鮮である 8 9.5 8 16.3 0 0.0 14 28.6
次世代へ食文化を継承する 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 2.0
農業を振興する 1 1.2 0 0.0 0 0.0 7 14.3








































と、「安全安心とおいしさ両立型」49 名（全体の 23.2 ％）は、「安心安全である」と「おいしい」
の順位が高く、特産農産物に「福井らしい地域特産農産物」であることをあまり意識しておらず、
広く食品全般に期待することと区別していないと考えられる。
結　言
福井県内の大学生を対象に、特産農産物に関するアンケート調査を行った。福井県の特産農産
物に期待することとして、地域の農業振興や「ブランド力」などの意識をもっていたクラスター
の人数は、全体の約23％であった。また、特産品として力を入れているエゴマについての、大学
生の認知度は低く、食経験もほとんどなかった。エゴマ油に含まれる脂肪酸に報告される機能特
性についての理解も不十分であった。ウメについては、「酸味」に特色のある加工品への嗜好性が
予想された。
以上の結果より、次世代を担っていく大学生において、特色ある特産農産物への理解や地域農
業の振興への意識向上など、特産農産物に関する教育、啓発を行っていく必要があることが明ら
かになった。今後の課題としては、大学生あるいは、もっと若年の中・高生を対象とする特産農
産物に関する教育、啓発活動に必要な教材の開発を行っていくことである。教材の開発にあたっ
ては、健康増進などの付加価値をもたせた特色ある食品に対しても、適当な判断ができるような
知識の習得が必要であると考える。
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